
国
際
標
準
化
へ
の
取
り
組
み

苦
村
和
就

ふ
二
ず
ヲ
ツ
カ
ム
ベ
総
ラ
フ
ス
劃
え
か
は

ポ
エ
誇
緞

畿
欝
泰
ぴ
ジ
捧
品
鶴
饉
ノ
撫

韻
麟
賤
懇
鋒
態
静
鶴
轟
醒
畿

日
本
に
お
い
て
上
下
水
道
事
業
は
、

官
に
よ
る

直
営
と
い
う
経
営
形
態
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

一
方
、

先
進
国
や
途
上
国
で
は
民
営
化
を
主
体
に

し
た
世
界
水
ビ
ジ
ネ
ス

〔図
参
照
〕
が
進
展
し
、

二
〇
〇
〇
年
当
時
は
、

水
メ
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る

フ
ラ
ン
ス
系
の
ヴ
ェ
オ
リ
ア
、

ス
エ
ズ
社
、

英
国

の
テ
ム
ズ

。
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
が
そ
の
市
場
の
八

割
近
く
を
寡
占
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
過
程

に
お
い
て
、

各
国
の
国
内
法
や
慣
習

・
文
化
の
違

い
に
よ
り
多
く
の
摩
擦
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
、

紛
争
解
決
の
手
段
と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
が
グ
ロ

ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、

つ
ま
り
止
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
の
回
際
規
格
の
制
定
で
あ
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス

が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
と
、

国
際
的
な
取
り
決
め

が
必
要
と
な
る
の
は
当
然
の
動
き
で
、

そ
の
コ
ン

グ
田
―
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ

。
ジ
ャ
パ
ン
代
表

麻
布
大
学
客
員
教
授
／
国
連
環
境
技
術
顧
間

セ
プ
ト
は
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

た
、

国
際
的
な
考
え
方
の
統

一
で
あ
っ
た
。

懇
越
ジ
鶴
換
縄
ラ
鶴
題
プ
簿
汐
品

水
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
最
も
熱
心
な
回
は
、
ご

存
じ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年

の
国
連
ミ
レ
エ
ア
ム

・
サ
ミ
ッ
ト
に
て
シ
ラ
ク
大

統
領
は
、

「世
界
の
水
問
題
の
解
決
に
、

フ
ラ
ン
ス

は
積
極
的
に
貢
献
す
る
」
と
宣
言
し
た
。
さ
ら
に
、

〇
三
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た

「第
三
回
世
界
水

フ
オ
ー
ラ
ム
」
（シ
ラ
ク
大
統
領
は
イ
ラ
ク
開
戦

で
来
ら
れ
な
か
っ
た
が
ビ
デ
オ
で
挨
拶
）、
そ
の

後
の
エ
ビ
ア
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
等
、

大
統
領
自
ら
フ

ラ
ン
ス
系
水
メ
ジ
ャ
ー
を
引
き
連
れ
行
動
し
て
い

る
。

〇
六
年
三
月

「第
四
回
世
界
水
フ
オ
ー
ラ
ム
」

（メ
キ
シ
コ
）
で
も
最
大
規
模
の
代
表
間
を
派
遣
し

て
い
る
。

一
二
年

「第
六
田
世
界
水
フ
オ
ー
ラ

ム
」
の
開
催
地
は
フ
ラ
ン
ス
が
勝
ち
取
っ
た
。

よ

し

む

ら

　

か
ず

な

り

縄
鶴
畿
ポ
鶴
態
轟
鶴
鶴
籠
畿
鞠
欝
麟

…―
じ
畿
鶴
醒
畿

歴
史
の
あ
る
ヤ
ー
ド

・
ポ
ン
ド
系
単
位
に
反
対

し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、　

一
七
九
五
年
メ
ー
ト
ル
単
位

法
を
提
唱
し
、

世
界
各
国
を
粘
り
強
く
説
得
し
、

一
人
七
五
年
メ
ー
ト
ル
条
約
成
立
を
勝
ち
取
っ
た
。

こ
の
メ
ー
ト
ル
条
約
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
起
源
で
あ
る
。

国
際
電
気
標
準
会
議
（Ｉ
Ｅ
Ｃ
）、
万
円
規
格
統

一
協
会
を
経
て
、　

一
九
四
七
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
Ｉ

Ｓ
Ｏ
（国
際
標
準
化
機
構
）
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
れ

以
来
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
、

端
的
に
い
う
と
、

欧
州
製
品

を
世
界
に
売
り
込
む
最
大
の
武
器
と
し
て
機
能
し

て
き
た
。

特
に
ハ
ー
ド
面
の
多
く
の
規
格
で
は
、

英
田
規
格
（Ｂ
Ｓ

¨
ｗ
一ヽ市一浄

探
選
律
報
矛
）、
ド
イ

ツ
規

格

（
Ｄ

Ｉ

Ｎ

¨
∪
①
島

∽
命
ゴ
秘

　

Ｈ
羽

津

島

　

摯

【

Ｚ
Ｒ
日
何
ド
し
を
基
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

同
際
規
格
を
つ
く
る
と
き
に
大
き
な
影
響
力
を
持
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つ
の
が
、

そ
の
Ｔ
Ｃ
（技
術
委
娘
公
）
の
除
い
同
（議

長
）
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
多
く
は
欧
州
各
円
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。

加
え
て
、

不
公
平
な
取
り
決
め

も
存
イー…
し
て
い
る
。

そ
れ
は
Ｉ
Ｓ
０
　
ｌ
Ｅ
Ｃ
の

原
案
に
欧
州
米
準
を
採
用
で
き
る
と
い
う
勝
手
な

取
り
決
め
で
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
は

「
ウ
ィ
ー
ン
脇

定
」
、
ｌ
Ｅ
Ｃ
で
は

「ド
レ
ス
デ
ン
協
定
」
で
あ

り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
　
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
原
案
は
欧
州
米
準
が
技

初
か
ら
セ

ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｈ
本
や

ア
ジ

ア
は
カ
ヤ
の
外

で
あ
り
、

こ
れ
が
Ｉ
Ｓ
０

Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
実
態
で
、

欧
州
前
田

の
世
界
戦
略

の
最

大

の
武
器
で
あ
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
お
墨
付
き
で

あ
る
が
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
問
家
間
で
強
制
力
を
持
つ
貿

易
の
取
り
決
め
で
あ
る
。

そ
の
原
点
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ

で
あ
り
、

世
界
白
由
貿
易
協
定
を
円
指
し
て
米
田

が
日
を
挙
げ
て
仕
組
ん
だ
協
定
で
あ
る
。　

一
九
九

五
年
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
名
前
を
変
え
た
が
、

本
文
の
条
項
は
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、

貿
易
の
排
除

で
あ
る
Ｔ
Ｂ
Ｔ
協
定
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
極
論
す
る
と
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
は
欧
州
の
利
益
を
歳
人
に
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

市
場
開
拓
の
ツ
ー
ル
で
、　

一
方
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
、

米
ｌｉｌ…―

の
利
益
を
最
大
に
す
る
市
場
開
拓
の
ツ
ー
ル
で
、

そ
の
両
方
の
投
網
の
中
で
、

必
死
で
も
が
い
て
い

る
の
が
Ｈ
本
の
姿
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

縄
戦
響
芳
腎
播
鞭
戦
鶴
縄
鑑
戦
響
ゾ
鞭

田
際
規
格
化
は
本
来
、

回
を
挙
げ
て
田
益
確
保

の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
Ｈ
本

政
府
は

「
モ
Ｓ
Ｏ
は
民
間
の
規
格
化
作
米
」
と
し

て
、

横
肛
的
な
支
援
体
制
（財
政
援
助
、

外
交
努

力
）
を
と

っ
て
い
な

い
。

そ
の
結
果
、

技
術
的
に

優
れ
て
い
る
Ｈ
本

の
提
案
（携
帯
電
話
、

高
品
位

テ
レ
ビ
な
ど
）
が
同
際
規
格
を
取
れ
ず
敗
退
し
て

い
る
。

例
え
ば
携
帯
電
話
の
方
式
が
欧
州
方
式
に
な

っ

た
た
め
に
、
日
本
の
損
失
は
数
千
億
円
と
も

い
わ

れ
て
い
る
。

逆
に
欧
州
で
は
、

同
際
規
格
化
を
勝

ち
取

っ
た
た
め
に

一
〇
万
人
の
一展
用
創
出
と

一
兆

円
以
上
の
経
済
的
利
益
を
手
受
し
て
い
る
。

田
際

規
格
を
取
れ
な
か

っ
た
日
本
は
、

多
く
の
旋
業
分

野
で
部
品
供
給
に
甘
ん
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。

し
か
し
、

欧
米
勢
が
定
め
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
最
も
守

っ

て
い
る
の
が
日
本
で
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
０
２
７
０
０
１

（情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
Ｉ
Ｓ

Ｏ
規
格
）
の
認
証
数
は
Ｈ
本
が
世
界

一
位

で
あ

ＺＯ
。政

府
の
新
成
長
戦
略
に
は
、

田
際
標
準
化
へ
の

取
り
組
み
強
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

「日
際

標
準
は
、

最
大
の
回
益
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
田
は
取
り
純
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ｈ
本
に
は
、

水
処
埋
に
限
ら
ず
世
界
的
に
も
優

れ
た
技
術
が
数
多
く
あ
る
。

田
お
よ
び
民
間
の
各

業
界
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
Ｈ

本
の
未
来
は
な
い
だ
ろ
う
。
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増集 国際標準化戦略を考える

図 世界水ビジネスとは?

水ビジネスの市場規模は

80兆～120兆円(2025年)

その85%は 民営化された上下水道事業

残りの15%は 海水淡水化、再生水事業

上下水道事業
・民営化
・直営

海水淡水化事業

飲料水販売
・ミネラルウォーター

・浄水器ビジネス

水に関する

エンジニアリング

プラント建設

工場用水

排水処理

再利用水

空調用水

水に関するあらゆ

るサービス(分析、

診断、維持管理)

農業用水

雨水回収

経済Trend抑 附.出2ア


